
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃１１５ 

 

庭 の 四 月 

2024.5.2 
島 田 祥 生 

その時の気分で、キレイだ！カワイイ！と思ったら 
カメラを向けています 
４月の花たちも結構たまりまました 
 
例によって、脈絡はありませんが 
ご覧いただけますか 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このボケは 
おおよそ５０年前に千葉の小見川の工場に出向していた時 
訪ねてきてくれた義父母が気に入って持ち帰った鉢植え 
 
この花が咲くと、当時のことなどが懐かしく思い出されます 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手に入れて何年かたった「清見オレンジ」 
突然、沢山のつぼみをつけました 
 
全部実になったらどうしよう！ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月になるといち早く咲きだすシラー 
土を動かすたびに、どんどん球根が広がり 
今や一時の庭の主 
 
すぐ花が終わってしまうのが残念ですね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十二ひとえ 
地下茎でどんどん広がります 
奇麗なのですが、ここまで強いと・・・ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カワラナデシコ 
白い花はどんどん増えるのですが 
赤い花が咲いたときは嬉しくて 
 
欲を言えば、もう少し薄い色だったらよかったな 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄色のモッコウバラ 
シュートがどんどん伸びて２階に届いた 
 
この黄色が、なんともいい色 
散りっぷりがいいですよ 
花びらが道路中に撒き広がります 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こちらは白いモッコウバラ 
黄色より、ちょっと遠慮がち 
はなびらは離れないで、花ごと散ります 
 
後ろの木立は「ヤマボウシ」 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ナルコユリ 
鳴子のように連なっているからか 
斑入りは珍しいのですが 
どこから来たか、全く覚えていません 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コバナランタナ 
茎が垂れ下がってどんどん伸びます 
白花もあります 
手で簡単に折れるのですが 
ハーブのような香りが手に残ります 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すみません 
奇麗なので大写しにしたのですが 
何かわかりません 
 
ご存知の方、教えてください 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白いヤマブキ 
一気に咲きそろいます 
右下に、去年できた黒くつやのある種が 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一重のヤマブキです 
この色と一重が気に入って 
かつての住処の練馬区から 
連れてきました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Google で検索したら「ツキミソウ」と出ました 
葉っぱが似ていますから、その仲間なのでしょうが 
「富士山にはツキミソウがよく似合う」のとは 
違うように思えます 
 
広い道路の角などで群生していますね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花が咲き始めました 
でも、よく見ると花の根元にふくらみがありません 
 
このミカン 
雌雄異花なのだそうです 
雌花はどこ？？？ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花の後は 
雄花がどんどん落ちて雌花だけに 

でも、こんなに実がついて、大丈夫？ 
 

え、これは雌花ではない？ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これは、もう一本の夏ミカンの花 
５年にしてようやく咲きました 
こちらは雌雄同体のよう 
 
咲いただけでものすごく嬉しかった 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒオウギ（檜扇） 
二人で、一番かわいがっている花です 
散歩の途中、種をもらってきて蒔きました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤いヒオウギと白いヒオウギ 
縁石の隙間でよく見かけます 
日向のちょっと乾いたところが大好きなようです 
 
これが・・・ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この色の種をもらってきたはずがないのです 
貰ってきたのは、赤と白 
それが、こんなきれいな色に 
なぜ？？？ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これも先ほどのと 
ちょっと色合いが違います 
このような色のヒオウギが見れるのは嬉しいのですが・・・ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このヒオウギ 
生命力が強く、沢山の種を作ります 
濃い茶色のピカピカしたカワイイ種です 
 
どうも、赤と白、その次にピンクと白や赤・・・と 
交配が進んだようです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年は 
こんな色の花も見られました 
 
来年、どのような色の花を見せてくれるのか 
今から楽しみです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いよいよ五月 
庭のみんなは元気いっぱい 

われわれも・・・ 
 


